


【実地試験の概要】 

 実地試験では、主として送信側の出力を減衰器により段階的に低減し、  

伝送の品質（ＢＥＲ：ビットエラーレート）を測定する方法を採用しました。 

 さらに、受信音質の評価を行うため、あらかじめ作成した模擬アナウンス

等の音源を使用して各方式の受信音声の録音を行い、試験に立ち会った

調査検討会の関係者に実際に現地で聴いていただきました。 

 台風２７号の影響により、２３日から雨が降り続く中、一部で機器の調整

が必要となり、測定をやりなおす場面もありましたが、関係者のご協力に

より、無事に終了しました。 

測定の様子 

調査検討会の関係者に対する概要の説明 

測定の様子 

送信側実験試験局 

試験に使用した戸別受信機 

２ 




